
2026 年度 第 2 回会議録 
福生第四小学校 CS 委員会 

2026 年 5 月 14 日㈭9：30～12:00 

司会 山﨑源太・会議録作成 太田泰之 

出席者                                             

山﨑会長・小島副校長・三ツ木委員・宮本委員・出雲委員・高山委員、太田委員、土屋先生 

  オブザーバー 

1）報告                                            
a) 山﨑委員長・近況報告 

• 4/19 1年生を迎える会（初の 3町会合同）  

• 4/21 福生高校 校長、副校長面会  

• 4/25 土曜クローバー  

• 4/29 福生市内事件発生  

o 事件発生時、町会長間のLINE連絡網が繋がっていたことで、地域へ迅速に協力依頼・対応を行うことができ

た 。  

• 4/30、5/1 登下校見守り  

o 保護者や地域住民による見守り活動により、児童に精神的な影響もほぼなく無事に解決 。ウエルシア前で

のパトロール時など、地域住民からの温かい声掛けもあり、見守る姿を見せる重要性を再認識した 。  

• 5/2 都内散策  

• 5/3 青梅大祭  

• 5/7・8 進学相談会チラシ市内学校に配布  

• 5/9 公開授業、PTA総会、福生市 CS総会、特別講話  

o CS総会では、第四小学校での活動を広く地域・保護者に周知することができ、非常に有意義であった 。  

• その他（視察・外部セミナー参加報告等）  

o 生成 AI教育に関するセミナーに出席 。ソフトバンクブースでの静岡県吉田町の平井教育参事、群馬県吉岡

中学校の教頭による学校現場での AI活用事例の対談を聴講 。  

o チーム未来のイベントにて、東大・松尾研究所出身の有識者による「AI と教育についての講演」を聴講。レセ

プションにも参加し、広島から自費で参加した高校教員（育休中）や出版関係企業、他地域の教員らと

情報交換・交流を図った 。  

o 部活動等の事故リスクについて： 親の運転による児童の車送迎について事故発生時のリスクに触れ、公共

交通機関の積極的な利用など安全管理のあり方を改めて検討すべきと提示 。  

前回の第 1 回会議録について、全会一致で承認 。校長への送付および学校ホームページへの掲載を進め

る 。 

b) 小島副校長・学校近況報告 

  4 月・5 月の教育活動振り返り 

• スタートカリキュラム（1 年）： 新任の教諭 2 名が担当し、幼稚園・保育園の教員との交流や授業参観を通

じて新しい刺激を受け、順調なスタートを切った。 

• 全国学力・学習状況調査（6 年）： 4 月 23 日に実施。 

• 交通安全教室： 1・2 年は歩行指導、3 年は自転車指導を実施。今年度から自転車の免許証がプラスチッ

ク製の本格的な仕様に変更された。 

• スポーツテスト・市教委訪問： 4 月 24 日にスポーツテスト、4 月 27 日に市教育委員会の学校訪問・施設

視察を実施。 

• 遠足（5/1）： 雨天のため当日のお弁当は教室内で喫食。5 月 7 日に延期日（遊び時間のみ）を設け、縦割

り班で蟹坂公園へ赴き晴天のなか実施。来年度は 1 日開催への集約を含め検討予定。 

• 学校公開・留学生交流・租税教室（5/9）： 多数 of 保護者が来校（特に 1 年生は教室に入りきらないほ



どの盛況）。5 年生はキルギス留学生との国際交流会（民族工芸品や映像を用いた学習）6 年生は青梅税

務署による租税教室を実施。 

  今後の主な学校行事・予定（5 月下旬〜6 月） 

• 5/22 心の劇場（6 年）： 昼食場所の確保ができなかった。速やかな帰校と昼食時間を確保するため、保

護者の協力を得て「PASMO・Suica 等の交通系 IC カードによる個別精算」を初めて導入・検証する。 

• 6/3 埋蔵文化財センター見学（6 年）： 歴史学習の一環として実施。竪穴式住居の体験や縄文土器の触

察など、五感を使う体験学習を行う。 

• 6/5 市内社会科見学・水道キャラバン（4 年） 

• 6/7 環境フェスティバル： 昨年度の 5 年生（現 6 年生）が総合学習等で作成した「食品ロス削減の広告

ポスター」が公園等に掲示・報告される。 

• 6/8〜6/17 個人面談期間： 夏季休業中の面談代替として実施。期間中は児童の午後授業をカットして

時間を捻出する。 

• 6/11 ブックトーク（1 年）： 出前お話し会を実施。 

• 6 月期 歯磨き大会（5 年）および全学年歯科指導： 保護者ボランティア等にも協力を要請する。 

• 学習・指導面の方向性： 現在、児童の学習態度は落ち着いているが、個々の集中力やノート記述に課題

も見られるため、これらの行事や日々の授業を通じて、さらなる学力向上に向けた支援体制を構築してい

く。 

 

ｃ）出雲委員・PTA 報告 

•  PTA 総会の職員紹介振り返り  

o 従来の形式を変更し、教員のプライベートな一面や人柄（趣味等）が伝わる紹介をがっつり試みた 。保護者から

も好評であったが、人数が多く後半が長引いたため、来年度は「新任教員を中心に据える」「終わり際に斜めから

アピールする」など時間配分を考慮する 。また、児童も一緒に参加して先生の意外な一面を知ることで、より親し

みを持てるような形式への改善案も検討する 。 

・市 P 連事業日程 

   ◦ 6/14 市 P 連総会→来賓控室、受付場所について検討している。 

   ◦ 12/13 市 P 連教室と防災教室の開催予定。 

   ◦ R9 年 1/31 漢字検定を市 P 連で開催する。 

 

 

 

2）熟議                                           
a) CS 総会・PTA 総会・公開授業振り返り 

• ＰＴＡ総会の決議（オンラインアンケート方式）の結果と課題  

o 今回はオンラインによる一括回答システムを導入し、欠席回答時に自動で委任状提出が完了する仕組みとし

た 。  

o 集計結果： 全 190世帯中 181件回収（回収率 95.3%） 。内訳は出席 46件（25.4%）、欠席・委任状 114件

（63.0%）、重複回答 21件（11.6%） 。当日の実出席者は約 50〜100名程度 。  

o 課題と改善策： 書面上は成立しているものの、低学年の保護者を中心に学校公開終了後にそのまま帰宅し

てしまう傾向があり、実出席率（約 4分の 1）の低さが課題 。  

o 今後のあり方検討： 保護者の離脱を防ぐため、「学校公開のコマ割りを調整し、3時間目を総会に充てる」

「総会の中に児童を参加させる形式にする」「オンライン配信等での視聴環境を整える」など、これまでの開催

方式を抜本的に見直していく方向で次回以降協議する 。 

・CS総会 

      ◦ 各グループディスカッションで出た意見について 

 

b) 防災・花火教室 



• 日時・場所： 7月 10日（金）体育館および校庭  

o 終業式当日に体育館が工事等で使用できないため、例年より 1週間前倒しして実施する 。  

• 時間構成： 18:00〜 防災教室、19:00〜 花火教室 。5:00に CS・ボランティア集合、5:30〜受付開始 。  

• 予算・協賛金： 前年度繰越金（約 18,000円）を予算に組み込む 。花火や備品代の値上がりを考慮して予算編

成 。今年度も地域・店舗からの協賛金を募り（資料の協賛一覧に基づき依頼）、協賛額に応じて当日掲示する

看板サイズの見直し等を行う 。  

• 防災教室（18:00〜）の運営（ショットガン方式・4ブースローテーション）：  

o 参加児童（想定最大 120名程度）を 4グループ（1班 30名程度）に分け、各ブースを「8分間」で巡回する体

験・展示型とする 。  

o 均等なグループ分けと受付の混雑緩和のため、学年ごとに色違いのリストバンド（Amazonにて 4色セットを

購入予定、100枚あたり 599円）を順番に配布し、チーム編成を自動化・効率化する 。  

o ブース詳細：  

1. 防災グッズ展示： 防災危機管理課と連携 。市備蓄品（段ボールベッド、プライベートテント、非

常食、簡易トイレ等）の展示解説 。アルミシートの夏冬裏表の機能体験 。市から提供される期

限間近の備蓄食料等を参加記念品として配布（不足分は公平性を期すため予算から補填） 。  

2. ハザードマップ解説： 昨年の内容をさらに掘り下げ、地域の危険箇所、避難所と一時滞在施設

の違いを解説 。「福生市外にいる場合の家族間の緊急連絡方法や集合場所の共有」など、家

庭内での防災意識啓発を組み込む 。  

3. AED・応急手当： AED設置場所の認識向上、胸骨圧迫や止血法の解説 。福生消防署へ打診

し、可能であれば訓練用成人人形（約 50kg）を借用した負傷者搬送体験を検討 。  

4. 水消化器体験： 昨年時間不足で実施できなかった反省を活かし、体育館外のグラウンド等で

実際の体験時間を確保する 。  

• 花火教室（19:00〜）の運営と安全管理：  

o 消防団による安全指導の後、手持ち花火および打ち上げ花火を実施 。  

o 点火・着火サポート（点火役）の体制変更： 消防団員が打ち上げ花火のセッティングに注力できるよう、従来

団員が担当していた手持ち花火の火付け役を、CS委員や保護者ボランティアから募る 。全 9クラス分（各学

年リーダー等）のサポーターエリアをバケツと蝋燭（または高火力ライター）ごとに配置し、安全に見守る体制

を構築する 。  

受付・動線の課題： 校舎のトイレ工事およびプレハブ設置工事の影響により、図工室側からの動線が制限され

る可能性が高い 。防犯面および参加条件（原則として防災教室への参加を花火の参加条件とする）を徹底する

ため、受付場所を西口昇降口等に限定し、リストバンドの着用確認を行う 。当日の出入り口は原則として「正門

のみ」を開放し、北・西・南門は閉鎖（帰宅時の誘導を徹底）する 。 

 

c) 運動会サポート 

• 路上喫煙と児童席の後ろ側は立ち入り禁止。 

• 今年度版オリジナルポロシャツを作成する。 

• 昨年まで二中から借りていたテントを、学校と PTA で購入した。 

• 運動会終了後の片付けと花植え保護者にアナウンスする。 

• 工事の進捗状況（プレハブ設置等）に合わせ、西側グラウンドと北側敷地における「駐輪場」と「駐車場」の配置

スペースを、当日の広さに応じて最適化（逆にする可能性あり） 。ただし、トイレ工事の関係で東側昇降口は施

錠するため、誘導動線は西側入口に限定 。保護者・来賓・児童全員が西側 1F トイレおよび外トイレを利用する

運用とする 。卒業生や保護者が校舎上階に上がらないよう、事前の案内と当日の誘導警備を徹底する 。 

 

d) 七夕まつり民踊パレードサポート 



 

• 夏休み期間に練習日を設けて体育館（午前中）クボタさんに踊りを教わる。 

• 参加募集と当日のサポートをテトルで案内する。 

 

 

3）報告・近況                                         
a) 2025 年度会計報告 

b) 市 P 連サポート 

c) 各委員の今と何かありますか   

  ・三ツ木委員→4/29 事件のお迎えについて何とか全員対応ができた。 

           ふっさっ子のトイレ事情、工事作業員への注意を兼ねて集団で使用している。 

           夏休み期間は体育館となる。  

  ・高山委員→4/29 事件発生について園児への対応と連絡系統の振り返り。 

          園庭の桜の木を伐採した。 

  ・宮本委員→4/29 事件について民生委員、町会から見回りの連携が取れていた。 

          5/31 加美町会美化運動。 

          タケノコ堀りを行い、採れたタケノコをおいしくいただきました。 

  ・出雲委員→日々資料作りに奔走しているが、自己の資料作りスキルアップになっている。 

GW に、車で実家に帰省した。 

  ・太田委員→長沢町会の年間行事予定表を配布。5/3 長沢はやし連 80 周年と神輿購入 50 周年記念行事。 

          5/16 わんぱく相撲西多摩場所。応急手当普及員講習を受講。 

    

4）今後の予定                                         
5/14 ・カリキュラム打ち合わせ ・PTA 実行委員会 

5/16 ・土曜クローバー 

5/30 ・運動会 

6/7  ・環境フェスティバル 

6/11  ・第 3 階 CS 委員会 

6/14  ・福生市ＰＴＡ連合会総会 

6/20 ・土曜クローバー 

 

資料                                              
  ・学校近況報告 

  ・ぎんもくせい 5 月号 

  ・四小ふっさっ子の広場だより 5 月号 

  ・長沢町会令和 8 年度行事予定表 

  ・2026 年度進学相談会案内 

次回の会議                                           
第 3 回 CS 委員会  2026 年 6 月 11 日(木)9：30～  


